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表紙の写真：世界遺産「古代都市ネセバル」の旧市街の町並み（ブルガリア）
ネセバルはブルガリアの古代都市であり，ブルガリアＳＴＴのあるソフィアの東部，黒海に面する半島に位置しています。ヨーロッパの中で最
も古い都市の一つに数えられ，様々な時代を歩んできたネセバルの町は3,000年の歴史を感じることができます。1983年に世界遺産に
登録されました。

　スズメ（雀）は人家の近くに生息する最

も身近な鳥ですが、屋根のかわらが少なく

なったこともあり、見かけなくなった町も多

いかもしれません。田んぼや畑などが残る

里山などではまだ普通に見ることができま

すので、観察会でも今日見た野鳥は何種

類だったでしょうというとスズメが数に入っ

ていないこともあります。市街地の公園な

どでは、人に慣れたスズメも居て、パンく

ずをまく人に群れたり、ご飯粒を指の先か

ら食べたりしてびっくりすることもあります。

この写真のスズメは、桜の花の蜜を吸って

いる状況ですが、遊びで花を散らしている

場合もあるようです。全長は14〜15cm

で、野鳥観察をしている時の大きさの標準

になる鳥で、「スズメより大きかった？小さ

かった?」という聞き方をします。同じよう

な大きさの標準になる鳥に鳩がいます。ス

ズメはユーラシア大陸の西端ポルトガルか

ら日本まで幅広く分布していて、水浴びの

ほか砂浴びもします。身近な鳥でいつでも

見られると思っていることもあるので、スズ

メの絵を描いてみてと言われるとなかなか

正確に描けない鳥でもあるので、たまには

顔の黒い斑紋などじっと観察してみてくだ

さい。	 （緑の森倶楽部）

四季の鳥・春（スズメと桜）
撮影　名執修二
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